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●�

は
じ
め
に

　

中
国
の
事
業
環
境
が
賃
金
高
騰
等
に

よ
っ
て
急
変
す
る
な
か
、
中
国
企
業
は

今
後
ど
の
よ
う
に
成
長
し
て
い
く
の
だ

ろ
う
か
⑴
。
付
加
価
値
の
よ
り
高
い
製

品
を
市
場
に
投
入
す
る
た
め
、
多
く
の

既
存
企
業
が
研
究
開
発
（
Ｒ
＆
Ｄ
）
を

行
う
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
加

え
、
最
近
は
起
業
家
に
よ
る
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
に
も
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

「
世
界
の
工
場
」
を
代
表
す
る
中
国
家

電
・
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
産
業
の
変
化

を
追
う
た
め
、本
稿
で
は
深
シ
ェ
ン

圳ヂ
ェ
ン

市
（
広

東
省
）
で
増
え
て
い
る
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア

系
の
新
興
企
業
（
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
）

を
取
り
上
げ
た
い
。

　

も
ち
ろ
ん
、
起
業
は
こ
れ
ま
で
も
経

済
成
長
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
き

た
。
一
九
七
八
年
末
の
改
革
開
放
以
降
、

公
有
制
企
業
の
改
革
や
そ
の
新
規
設
立

の
み
な
ら
ず
、
無
数
の
民
間
企
業
の
参

入
も
経
済
成
長
の
原
動
力
と
な
っ
て
き

た
（
参
考
文
献
③
）。
本
稿
が
取
り
上

げ
る
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
系
の
起
業
に
限
っ

て
も
、
大
学
が
経
営
に
関
わ
る
「
校
弁

企
業
」
の
設
立
や
、
留
学
帰
国
組
の
起

業
が
相
次
い
だ
。

　

し
か
し
、
最
近
の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ

に
は
、
こ
れ
ま
で
の
中
国
企
業
と
違
っ

た
特
徴
も
あ
る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、

こ
れ
ら
の
企
業
の
背
景
と
事
業
の
特
徴

を
紹
介
す
る
。
ま
ず
、
起
業
増
加
の
第

一
の
背
景
と
し
て
、
既
存
企
業
の
変
調

を
示
す
。
中
国
の
事
業
環
境
の
変
化
と

と
も
に
、
起
業
を
通
じ
た
イ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
に
期
待
が
寄
せ
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
様
子
を
述
べ
る
。
つ
ぎ
に
、
第
二

の
背
景
と
し
て
、
国
際
的
な
事
業
環
境

の
変
化
を
示
す
。
起
業
の
増
加
は
、
国

内
要
因
の
み
な
ら
ず
、
世
界
の
変
化
も

関
係
し
て
い
る
点
が
特
徴
だ
。
国
内
外

に
起
因
す
る
背
景
を
紹
介
し
た
後
、
既

存
企
業
と
比
べ
た
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
の

特
徴
も
二
点
述
べ
る
。

●�

既
存
企
業
の
変
調

　

中
国
家
電
・
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
企

業
は
、
製
品
の
開
発
か
ら
製
造
、
販
売

に
い
た
る
バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
の
な
か

で
も
、
川
下
重
視
型
の
成
長
パ
タ
ー
ン

を
歩
む
傾
向
が
あ
っ
た
。
川
上
に
位
置

す
る
製
品
や
コ
ア
機
能
の
開
発
は
、
高

度
な
技
術
を
要
し
、
リ
ス
ク
も
高
い
た

め
、
外
部
の
企
業
に
依
存
す
る
こ
と
が

多
か
っ
た
（
参
考
文
献
④
、
⑤
等
）。

そ
れ
と
比
べ
て
部
品
・
素
材
の
加
工
・

組
立
は
、
製
造
設
備
と
そ
の
関
連
技
術

を
海
外
か
ら
導
入
し
た
り
、
大
量
の
製

品
の
製
造
を
こ
な
す
こ
と
で
、
技
術
と

経
験
を
蓄
積
し
て
い
っ
た
。
一
方
で
川

下
の
販
売
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
面
は
、

地
場
企
業
と
し
て
の
優
位
性
を
活
か
し
、

全
国
規
模
の
販
売
網
を
効
率
よ
く
構
築

し
た
り
、
製
品
の
外
観
や
機
能
を
中
国

市
場
向
け
に
若
干
手
を
加
え
る
こ
と
で
、

外
資
系
企
業
に
対
す
る
強
み
を
形
成
し

て
い
っ
た
（
参
考
文
献
⑥
）⑵
。

　

し
か
し
、
二
〇
〇
〇
年
代
半
ば
に
、

賃
金
の
高
騰
や
国
内
市
場
の
飽
和
が
起

こ
る
と
、
従
来
の
成
長
パ
タ
ー
ン
の
課

題
が
浮
き
彫
り
に
な
り
始
め
た
。
中
国

企
業
は
豊
富
で
廉
価
な
労
働
力
と
、
巨

大
で
多
様
な
国
内
市
場
を
足
が
か
り
に

急
成
長
し
た
が
、
同
質
的
な
製
品
の
価

格
競
争
と
、
急
拡
大
す
る
地
方
都
市
・

農
村
市
場
へ
の
拡
販
競
争
も
限
界
に
達

す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

そ
こ
で
、
付
加
価
値
の
よ
り
高
い
製

品
を
市
場
に
投
入
す
る
た
め
、
製
品
や

コ
ア
機
能
の
開
発
と
い
っ
た
川
上
の
能

力
も
あ
る
程
度
必
要
と
な
っ
た
。
技
術

能
力
形
成
の
た
め
大
手
企
業
の
な
か
に

は
、
Ｒ
＆
Ｄ
を
行
っ
た
り
、
先
進
国
企

業
の
立
ち
行
か
な
く
な
っ
た
事
業
を
買

収
し
た
り
、
試
行
錯
誤
を
続
け
て
い
る

（
参
考
文
献
⑦
）。
そ
の
結
果
、
海
外
で

の
市
場
拡
大
に
成
功
し
て
い
る
企
業
も

増
え
つ
つ
あ
る
。

　

た
だ
し
、
従
来
の
事
業
環
境
に
適
応

す
る
こ
と
で
形
成
し
て
き
た
成
長
パ
タ

ー
ン
を
転
換
す
る
こ
と
は
容
易
で
な
い
。

事
業
を
長
ら
く
営
ん
で
い
た
と
し
て
も
、

製
品
開
発
の
経
験
は
乏
し
く
、
ま
た
、

国
内
市
場
向
け
の
経
営
リ
ソ
ー
ス
と
海

外
市
場
向
け
の
そ
れ
は
違
い
も
あ
る
た

め
、
既
存
大
手
の
す
べ
て
が
事
業
環
境

の
変
化
に
素
早
く
適
応
で
き
る
わ
け
で

は
な
い
（
参
考
文
献
⑥
、
⑧
）。

　

そ
の
た
め
中
国
政
府
は
、
産
業
構
造

の
転
換
や
高
度
化
を
目
指
し
て
、
各
種

政
策
を
打
ち
出
し
て
い
る
。
二
〇
一
五

年
に
は
、「
大
衆
創
業
、万
衆
創
新
」（
大

衆
の
創
業
、万
人
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
）

（「
双
創
」）
政
策
を
発
表
し
、
起
業
を

通
じ
た
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
促
進
す
る

よ
う
に
も
な
っ
た
。

　

な
か
で
も
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
系
に
関
し

て
は
、
充
実
し
た
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン

が
存
在
す
る
深
圳
に
注
目
が
集
ま
っ
て

い
る
。
深
圳
は
、
一
九
七
九
年
に
輸
出

特
区
、
一
九
八
〇
年
に
経
済
特
区
の
一

つ
に
指
定
さ
れ
て
か
ら
、
豊
富
な
労
働

力
を
求
め
て
多
く
の
製
造
業
者
が
集
積

す
る
街
と
な
っ
た
。
そ
の
過
程
で
華
強

中
国
企
業
の
変
化

　
―
起
業
を
通
じ
た
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
―

木
村 

公
一
朗

ト
レ
ン
ド
・
リ
ポ
ー
ト
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北
に
は
巨
大
な
電
気
街
も
形
成
さ
れ
た

（
参
考
文
献
⑨
）。
ま
た
、
こ
の
集
積
に

は
、
高
価
な
新
製
品
の
コ
ピ
ー
品

（「
山
シ
ャ
ン

寨ヂ
ャ
イ」
製
品
）
を
素
早
く
製
造
・
販

売
す
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
、
高
度
な

分
業
体
制
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
で
も

有
名
だ
。「
山
寨
」
製
品
は
、
た
だ
の

安
価
な
粗
悪
品
ば
か
り
で
は
な
く
、「
山

寨
」
業
者
間
の
競
争
が
激
し
い
こ
と
も

あ
り
、
消
費
者
の
利
便
性
を
向
上
さ
せ

た
ア
イ
デ
ィ
ア
商
品
が
多
い
こ
と
も
ユ

ニ
ー
ク
な
特
徴
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、

深
圳
に
は
移
住
者
が
多
い
た
め
、
こ
の

こ
と
が
都
市
の
多
様
性
を
増
し
、
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
の
原
動
力
に
な
っ
て
い
る

こ
と
も
重
要
な
特
徴
だ
（
参
考
文
献

⑩
）。
多
く
の
起
業
家
が
深
圳
を
活
用

し
な
が
ら
製
品
開
発
す
る
よ
う
に
な
っ

て
い
る
。

　

た
だ
し
、
最
近
の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ

増
加
は
、
中
国
だ
け
の
現
象
で
は
な
く

世
界
的
な
も
の
で
も
あ
る
（
参
考
文
献

⑪
）。
次
節
で
は
世
界
的
な
事
業
環
境

の
変
化
を
紹
介
す
る
。

●�

世
界
の
変
化
①
：
新
し
い
市
場

の
誕
生

　

世
界
的
な
事
業
環
境
の
変
化
は
、
新

し
い
市
場
の
誕
生
と
い
う
需
要
面
と
、

新
し
い
生
産
シ
ス
テ
ム
の
普
及
と
い
う

供
給
面
（
次
節
）
か
ら
成
る
。
ま
ず
、

需
要
面
を
み
る
と
、
近
年
、
モ
ノ
の
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
（
Ｉ
ｏ
Ｔ
）
や
ウ
ェ
ア

ラ
ブ
ル
・
デ
バ
イ
ス
、
ロ
ボ
ッ
ト
等
を

は
じ
め
と
し
た
新
市
場
の
急
拡
大
が
期

待
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
中
国
企
業

が
一
定
程
度
の
ス
ペ
ッ
ク
で
あ
れ
ば

様
々
な
製
品
を
製
造
で
き
る
よ
う
に
な

り
、
ま
た
、
そ
れ
ら
が
国
内
市
場
で
普

及
し
た
今
、
先
進
国
企
業
と
あ
ま
り
時

間
差
な
く
新
し
い
コ
ン
セ
プ
ト
の
製
品

を
開
発
す
る
こ
と
で
、
新
市
場
を
リ
ー

ド
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
チ
ャ
ン
ス
が

大
き
く
な
っ
た
。
一
方
で
、
先
進
国
企

業
の
製
品
を
廉
価
に
し
た
り
、
中
国
市

場
に
適
し
た
も
の
に
す
る
こ
と
で
、
確

実
に
利
益
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
余

地
は
小
さ
く
な
っ
て
い
る
。
中
国
企
業

に
と
っ
て
、
新
市
場
の
創
出
に
関
わ
る

と
い
う
の
は
諸
刃
の
剣
だ
。

　

そ
の
よ
う
な
な
か
、
二
〇
〇
〇
年
ご

ろ
か
ら
一
〇
年
以
上
継
続
し
た
ケ
ー
タ

イ
／
ス
マ
ホ
・
ブ
ー
ム
の
後
を
継
い
で
、

比
較
的
大
き
な
市
場
に
成
長
し
た
の
は

ド
ロ
ー
ン
だ
。
電
池
の
軽
量
化
等
を
背

景
に
、
仏
パ
ロ
ッ
ト
社
等
が
二
〇
一
〇

年
以
降
、
商
用
ド
ロ
ー
ン
市
場
を
急
拡

大
さ
せ
た
（
参
考
文
献
⑫
）。
そ
の
な

か
で
、
杭
州
出
身
の
汪
フ
ラ
ン
ク
・
ワ
ン滔
氏
が
二
〇

〇
六
年
に
創
業
し
た
大
疆
創
新
（
Ｄ
Ｊ

Ｉ
）
は
、
主
要
機
能
の
性
能
を
向
上
さ

せ
る
こ
と
で
、
商
用
ド
ロ
ー
ン
市
場
に

お
い
て
最
大
の
シ
ェ
ア
（
約
七
〇
％
）

を
獲
得
す
る
に
い
た
っ
た
。
汪
氏
は
香

港
科
技
大
学
在
学
中
に
友
人
と
フ
ラ
イ

ト
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
を
開
発
し
た
後
、
深

圳
に
拠
点
を
構
え
、
事
業
を
急
拡
大
さ

せ
て
き
た
。
ド
ロ
ー
ン
は
多
く
の
ス
マ

ホ
部
品
か
ら
構
成
さ
れ
る
た
め
、
充
実

し
た
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
が
存
在
す
る

深
圳
で
事
業
を
営
む
こ
と
の
優
位
性
は

大
き
い
。
Ｄ
Ｊ
Ｉ
は
、
飛
行
の
安
定
性

を
向
上
さ
せ
る
た
め
、
フ
ラ
イ
ト
コ
ン

ト
ロ
ー
ラ
を
継
続
的
に
開
発
し
て
き
た

他
、
ド
ロ
ー
ン
の
最
大
用
途
で
あ
る
空

撮
機
能
の
向
上
の
た
め
、
カ
メ
ラ
や
カ

メ
ラ
を
水
平
に
保
つ
ジ
ン
バ
ル
等
も
開

発
し
、
製
品
の
魅
力
を
高
め
て
き
た
。

最
近
は
農
薬
散
布
事
業
も
展
開
し
て
お

り
（
参
考
文
献
⑬
）、
よ
り
大
き
な
市

場
を
見
込
め
る
用
途
か
ら
順
に
注
力
し

て
い
る
よ
う
だ
。
ド
ロ
ー
ン
産
業
の
今

後
は
依
然
未
知
数
だ
が
、
Ｄ
Ｊ
Ｉ
は
市

場
創
出
を
通
じ
て
急
成
長
し
て
き
た
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
に
よ
っ
て

多
く
の
オ
ン
ラ
イ
ン
・
ビ
ジ
ネ
ス
が
生

ま
れ
る
な
か
、
モ
ノ
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
結
合
さ
せ
る
試
行
錯
誤
も
続
い
て

い
る
。
そ
の
た
め
、
ま
ず
は
ス
タ
ー
ト

ア
ッ
プ
／
メ
イ
カ
ー
向
け
製
品
・
サ
ー

ビ
ス
へ
の
需
要
増
大
が
目
立
っ
て
い

る
⑶
。
潘
エ
リ
ッ
ク
・
パ
ン昊
氏
が
二
〇
〇
八
年
に
創

業
し
た
矽
递
（Seeed

）
は
、
世
界
の

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
／
メ
イ
カ
ー
向
け
に
、

製
品
の
開
発
・
製
造
・
販
売
と
い
う
全

過
程
を
支
援
す
る
事
業
を
展
開
し
て
い

る
（
参
考
文
献
⑭
）。
潘
氏
は
大
学
卒

業
後
に
就
職
し
た
イ
ン
テ
ル
を
辞
め
、

北
京
で
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
製
品
の
販

売
を
し
て
い
た
時
、
多
く
の
製
品
が
深

圳
か
ら
送
ら
れ
て
く
る
こ
と
に
興
味
を

持
ち
、
深
圳
に
拠
点
を
移
し
た
（
参
考

文
献
⑨
）。
プ
リ
ン
ト
基
板
（
Ｐ
Ｃ
Ｂ
）

の
製
造
受
託
か
ら
事
業
を
始
め
た
が
、

現
在
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
デ
バ
イ
ス
や
ウ
ェ
ア
ラ

ブ
ル
・
デ
バ
イ
ス
を
開
発
す
る
た
め
の

モ
ジ
ュ
ー
ル
や
キ
ッ
ト
の
販
売
が
収
益

の
柱
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
最
近
は

世
界
的
に
科
学
・
技
術
・
工
学
・
数
学

（
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｍ
）
教
育
熱
が
高
ま
っ
て
い

る
た
め
、
教
育
用
の
キ
ッ
ト
販
売
に
も

注
力
し
て
い
る
。

　

王ジ
ェ
イ
ソ
ン
・
ワ
ン

建
軍
氏
が
二
〇
一
一
年
に
創
業

し
た
創
客
工
場
（M

akeblock

）
は
、

ロ
ボ
ッ
ト
や
３
Ｄ
プ
リ
ン
タ
ー
等
を
組

立
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
る
ロ
ボ
ッ
ト

キ
ッ
トM

akeblock

を
販
売
す
る
こ

と
で
急
成
長
し
て
き
た
（
写
真
①
）。

欧
米
市
場
が
売
上
の
約
七
〇
％
を
占
め

て
お
り
、
先
進
国
在
住
の
ユ
ー
ザ
ー
も

多
い
。
と
く
に
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｍ
教
育
用
キ
ッ

トm
Bot

が
売
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

退
職
社
員
の
起
業
や
、
模
倣
品
も
増
え

て
お
り
、
競
争
は
激
し
い
。

M
akeblock

事
業
に
加
え
、
プ
ロ
グ

ラ
ミ
ン
グ
を
学
ぶ
こ
と
の
で
き
る

Codeybot

や
、
ド
ロ
ー
ン
を
組
み
立

て
る
こ
と
の
で
き
るA

irblock

も
開

発
し
て
お
り
、
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
拡
充
に

よ
っ
て
一
層
の
成
長
を
遂
げ
よ
う
と
し

て
い
る
。

　

他
に
も
一
般
消
費
者
向
け
で
は
な
い
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製
品
と
し
て
は
、
二
〇
一
四
年
創
業
の

楽
美
客
（LeM

aker

）
がBanana Pi

等
の
小
型
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
（
Ｓ
Ｂ
Ｃ
）

を
世
界
で
販
売
し
て
い
る
。
先
発
製
品

で
あ
る
英
国
のRaspberry Pi

と
ス

ペ
ッ
ク
等
は
異
な
る
が
、
互
換
性
も
備

え
て
い
る
よ
う
だ
。
ま
た
、
消
費
者
向

け
の
製
品
と
し
て
は
、
香
港
出
身
の

林ラ
ム
・
テ
ィ
ン
ロ
ン

天
麟
氏
が
二
〇
一
五
年
に
創
想
未

来
機
器
人
（N

X
RO

BO

）
を
創
業
し
、

家
庭
用
ロ
ボ
ッ
トBIG-i

を
開
発
し
た
。

コ
ア
機
能
と
な
る
音
声
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン

グ
等
の
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
多
く
は
自
ら

開
発
し
た
が
、
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
に
つ
い

て
は
深
圳
の
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
を
活

用
す
る
こ
と
で
、
開
発
期
間
一
年
と
い

う
ス
ピ
ー
ド
開
発
を
実
現
し
た
。
ど
の

企
業
が
生
き
残
る
の
か
を
判
断
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
が
、
多
く
の
企
業
が
新

製
品
開
発
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

●�

世
界
の
変
化
②
：
新
し
い
生
産

シ
ス
テ
ム
の
普
及

　

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
増
加
の
背
景
に
は
、

起
業
の
ハ
ー
ド
ル
が
下
が
っ
た
こ
と
も

関
係
し
て
い
る
。
オ
ー
プ
ン
ソ
ー
ス
の

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
や
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
、
３

Ｄ
プ
リ
ン
タ
ー
、K
ickstarter

等
の

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
、
ア
マ
ゾ

ン
・
ウ
ェ
ブ
・
サ
ー
ビ
ス
（
Ａ
Ｗ
Ｓ
）

等
の
ク
ラ
ウ
ド
・
コ
ン
ピ
ュ
ー
テ
ィ
ン

グ
・
サ
ー
ビ
ス
等
の
登
場
に
よ
っ
て
、

世
界
的
に
事
業
立
ち
上
げ
の
コ
ス
ト
が

低
下
し
た
（
参
考
文
献
⑭
、
⑮
）。
こ

れ
に
加
え
、
深
圳
で
も
ス
タ
ー
ト
ア
ッ

プ
・
エ
コ
シ
ス
テ
ム
が
充
実
し
始
め
て

い
る
。

　

Cyril Ebersw
eiler

氏
やBenjam

in 
Joffe

氏
ら
は
二
〇
一
一
年
、
中
国
の
製

造
業
が
さ
ら
に
発
展
す
る
た
め
に
は
新

製
品
を
生
み
出
し
て
い
く
こ
と
が
必
要

に
な
っ
た
た
め
、
ア
メ
リ
カ
の
ベ
ン
チ

ャ
ー
キ
ャ
ピ
タ
ル
（
Ｖ
Ｃ
）SO

SV

の

一
部
門
と
し
て
、
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
専
門

の
ア
ク
セ
ラ
レ
ー
タ
ーH

A
X

を
設
立

し
た
。H

A
X

は
半
年
ご
と
に
一
五
社

を
選
び
、
各
社
に
資
金
を
提
供
す
る
と

と
も
に
、
事
業
を
軌
道
に
乗
せ
る
た
め
、

プ
ロ
ト
タ
イ
ピ
ン
グ
や
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ

ー
ン
管
理
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
等
に
関

わ
る
各
種
ア
ド
バ
イ
ス
を
一
一
一
日
間

に
わ
た
っ
て
行
う
。
一
〇
万
米
ド
ル
の

資
金
提
供
に
対
し
て
九
％
の
株
式
を
取

得
す
る
こ
と
で
、
各
社
が
新
規
株
式
公

開
（
Ｉ
Ｐ
Ｏ
）
か
合
併
・
買
収
（
Ｍ
＆

Ａ
）
で
エ
グ
ジ
ッ
ト
す
る
際
に
大
き
な

収
益
を
あ
げ
る
こ
と
を
目
指
す
。
卒
業

企
業
の
出
自
と
割
合
は
、
北
米
が
約
六

〇
％
、
欧
州
が
約
二
〇
％
、
ア
ジ
ア
が

約
二
〇
％
（
中
国
が
多
い
）
で
あ
り
、

世
界
中
の
起
業
家
が
深
圳
の
サ
プ
ラ
イ

チ
ェ
ー
ン
を
活
用
し
な
が
ら
、
新
製
品

を
開
発
し
て
い
る
。
前
出
の

M
akeblock

も
卒
業
企
業
の
一
つ
だ
。

　

ま
た
、
中
国
で
も
起
業
や
モ
ノ
作
り

の
た
め
の
支
援
ス
ペ
ー
ス
が
急
増
し
て

い
る
。
前
出
のSeeed

は
二
〇
一
〇
年
、

メ
イ
カ
ー
ス
ペ
ー
ス
の
柴
火
創
客
空
間

（「
創
客
」
は
メ
イ
カ
ー
の
意
）
を
開
設

し
た
。
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
／
メ
イ
カ
ー

の
イ
ベ
ン
ト
で
あ
るM

aker Faire 
Shenzhen

は
同
所
が
中
心
と
な
っ
て

開
催
し
て
き
た
。
ま
た
、
深
圳
市
南
山

区
と
中
国
科
学
院
深
圳
先
進
技
術
研
究

院
は
二
〇
一
四
年
、
深
圳
国
際
創
客
中

心
と
中
科
創
客
学
院
を
、
深
圳
市
等
が

共
同
で
二
〇
一
五
年
、
深
圳
開
放
創
新

実
験
室
（
Ｓ
Ｚ
Ｏ
Ｉ
Ｌ
）
を
設
立
し
た
。

Ｓ
Ｚ
Ｏ
Ｉ
Ｌ
は
同
年
、「
全
国
大
衆
創

業
万
衆
創
新
活
動
周
」
の
深
圳
会
場
の

運
営
に
も
関
わ
っ
た
。
ま
た
、
深
圳
市

は
二
〇
一
五
年
、中
央
政
府
の
「
双
創
」

政
策
を
受
け
て
、「
深
圳
市
促
進
創
客

発
展
三
年
行
動
計
画
（
二
〇
一
五
―
二

〇
一
七
年
）」
を
発
表
し
、
二
〇
一
七

年
末
ま
で
に
メ
イ
カ
ー
ス
ペ
ー
ス
や
フ

ァ
ブ
ラ
ボ
を
二
〇
〇
カ
所
に
増
や
す
こ

と
を
目
標
と
し
て
い
る
。

　

深
圳
大
手
に
よ
る
起
業
支
援
の
ス
ペ

ー
ス
の
開
設
も
相
次
い
で
い
る
。
華
強

集
団
は
二
〇
一
五
年
、
電
気
街
の
中
心

に
華
強
北
国
際
創
客
中
心
を
開
設
し
た
。

二
〇
一
六
年
一
〇
月
末
時
点
で
三
四
社

（
う
ち
四
社
は
海
外
か
ら
）
が
活
動
し

て
い
る
。
同
時
点
ま
で
に
八
〇
～
一
〇

〇
社
が
入
居
し
た
が
、
す
で
に
半
数
が

退
去
し
て
お
り
入
れ
替
わ
り
は
激
し
い
。

開
所
当
初
は
多
く
の
問
い
合
わ
せ
が
あ

っ
た
が
、
起
業
ス
ペ
ー
ス
の
急
増
と
と

も
に
、
少
し
ず
つ
落
ち
着
い
て
き
た
。

同
所
に
は
、
知
財
権
関
係
の
オ
フ
ィ
ス

の
他
、
投
資
家
や
製
造
業
者
等
と
起
業

家
を
仲
介
す
るT

roublem
aker

等
も

入
居
し
て
い
る
。

　

深
圳
市
所
管
の
国
有
企
業
・
賽
格
集

団
（
Ｓ
Ｅ
Ｇ
）
も
二
〇
一
五
年
、

D
M

M
.m

ake A
K

IBA

（
東
京
都
）
も

参
考
に
し
な
が
ら
、
起
業
ス
ペ
ー
ス
・

賽
格
創
客
中
心
（SegM

aker+

）
を

電
気
街
に
設
立
し
た
。
二
〇
一
六
年
四

月
の
訪
問
時
は
、
六
社
の
み
の
入
居
で

空
き
ス
ペ
ー
ス
が
目
立
っ
て
い
た
が
、

同
年
一
〇
月
に
は
三
〇
社
に
増
え
て
い

た
。
国
有
企
業
に
よ
る
経
営
の
た
め
、

写真①Makeblock の mBot（筆者撮影）
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入
居
企
業
は
政
府
か
ら
の
支
援
金
が
得

や
す
い
、
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
よ

う
だ
。
起
業
ス
ペ
ー
ス
間
の
差
別
化
も

重
要
に
な
っ
て
い
る
。

●�
中
国
企
業
の
変
化
①
：
イ
ノ
ベ

ー
タ
ー
の
増
加

　

中
国
の
変
化
と
世
界
の
変
化
が
組
み

合
わ
さ
り
、
新
し
い
タ
イ
プ
の
中
国
企

業
が
層
の
厚
み
を
増
す
可
能
性
が
あ
る
。

第
一
の
変
化
は
、
新
製
品
開
発
に
取
り

組
む
企
業
が
増
え
て
い
る
こ
と
だ
。
国

全
体
で
み
れ
ば
Ｇ
Ｄ
Ｐ
に
対
す
る
Ｒ
＆

Ｄ
支
出
の
割
合
は
年
々
増
加
し
、
既
存

の
家
電
・
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
企
業
も

Ｒ
＆
Ｄ
活
動
に
注
力
す
る
よ
う
に
な
っ

た
が
、
大
企
業
や
国
有
企
業
な
ど
が
主

で
、
企
業
の
規
模
や
所
有
制
に
偏
り
が

あ
っ
た
（
参
考
文
献
⑯
）。

　

し
か
し
、
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
が
増
加

し
た
こ
と
で
、
既
存
企
業
群
の
外
に
も

中
国
経
済
を
変
容
さ
せ
る
担
い
手
が
形

成
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
爆
発
的
な
普
及
を

み
せ
る
製
品
は
ま
だ
な
い
も
の
の
、
複

数
の
技
術
を
組
み
合
わ
せ
、
新
し
い
機

能
や
市
場
を
生
み
出
す
タ
イ
プ
の
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
へ
の
取
り
組
み
が
続
い
て

い
る
。
ち
ょ
う
ど
深
圳
が
輸
出
特
区
や

経
済
特
区
に
指
定
さ
れ
た
こ
ろ
に
開
発

さ
れ
た
ウ
ォ
ー
ク
マ
ン
の
よ
う
な
、
ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
変
え
る
新
し
い
コ
ン

セ
プ
ト
の
製
品
が
誕
生
す
る
か
も
し
れ

な
い
。

　

そ
の
際
、
競
争
や
模
倣
は
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
あ
た
え

る
の
だ
ろ
う
か
。
新
し
い
生
産
シ
ス
テ

ム
の
普
及
は
、
す
べ
て
の
起
業
家
の
参

入
ハ
ー
ド
ル
を
引
き
下
げ
る
も
の
で
あ

る
た
め
、
製
品
開
発
を
め
ぐ
る
競
争
は

激
し
さ
を
増
す
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、

模
倣
行
為
も
多
い
た
め
、
開
発
か
ら
得

ら
れ
る
は
ず
の
利
益
が
一
部
漏
出
す
る

可
能
性
も
高
い
。
そ
の
た
め
、
起
業
家

は
競
争
や
模
倣
に
も
耐
え
得
る
強
み
を

構
築
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た

め
、
前
出
のJoffe

氏
（H

A
X

）
は
、

ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
と
し
て
の
製
品
そ
の
も

の
を
コ
ピ
ー
す
る
こ
と
は
容
易
な
た
め
、

複
数
の
機
能
を
組
み
合
わ
せ
た
り
、
ユ

ー
ザ
ー
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
構
築
す

る
こ
と
で
、
模
倣
の
難
易
度
を
上
げ
る

必
要
が
あ
る
、
と
指
摘
し
て
い
た
。
た

と
え
ば
、
Ｄ
Ｊ
Ｉ
に
よ
れ
ば
、
同
社
は

ド
ロ
ー
ン
の
コ
ア
部
品
を
外
販
し
て
い

る
が
、
そ
の
す
べ
て
を
組
み
合
わ
せ
た

ド
ロ
ー
ン
は
Ｄ
Ｊ
Ｉ
製
よ
り
割
高
に
な

っ
て
し
ま
う
た
め
、
同
等
の
も
の
で
あ

れ
ば
競
争
力
の
維
持
は
可
能
と
の
こ
と

で
あ
っ
た
。
ま
た
、M

akeblock
に

よ
れ
ば
、
高
品
質
の
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
に

加
え
て
、使
い
や
す
い
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
・

シ
ス
テ
ム
や
ユ
ー
ザ
ー
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
等
も
製
品
の
価
値
を
高
め
る
重
要

な
要
素
で
あ
る
た
め
、
す
べ
て
を
模
倣

す
る
こ
と
は
困
難
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

し
か
し
、
ド
ロ
ー
ン
や
ロ
ボ
ッ
ト
キ

ッ
ト
、
家
庭
用
ロ
ボ
ッ
ト
等
、
あ
ら
ゆ

る
製
品
カ
テ
ゴ
リ
ー
で
参
入
が
相
次
ぎ
、

競
争
は
激
化
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、

事
業
が
成
功
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
追
わ
れ

る
立
場
に
も
な
っ
て
い
く
。
そ
の
際
、

価
格
帯
や
品
質
の
高
低
で
棲
み
分
け
が

進
む
の
な
ら
、
先
発
企
業
が
先
進
国
市

場
や
中
国
国
内
の
ハ
イ
エ
ン
ド
市
場
を

牽
引
し
、「
山
寨
」
を
含
む
後
発
企
業

が
中
国
国
内
の
ボ
リ
ュ
ー
ム
ゾ
ー
ン
を

攻
略
す
る
こ
と
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。

外
資
系
企
業
の
み
な
ら
ず
、
一
部
の
地

場
企
業
も
模
倣
の
対
象
と
な
る
こ
と
で
、

中
国
地
場
の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
と
い
っ

て
も
、
二
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
る
必

要
が
出
て
く
る
よ
う
に
な
る
だ
ろ
う
。

●�

中
国
企
業
の
変
化
②
：
中
国
発

ボ
ー
ン
・
グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
の

増
加

　

第
二
の
変
化
は
、
創
業
当
初
か
ら
グ

ロ
ー
バ
ル
市
場
を
狙
う
企
業
が
増
え
た

こ
と
だ
。
中
国
企
業
の
成
長
プ
ロ
セ
ス

を
市
場
か
ら
み
る
と
、
国
内
市
場
で
シ

ェ
ア
上
位
と
な
っ
て
か
ら
、
海
外
に
進

出
す
る
流
れ
が
一
般
的
だ
っ
た
。
ま
た
、

海
外
市
場
も
、
先
進
国
市
場
で
は
な
く
、

発
展
途
上
国
や
新
興
国
市
場
で
あ
る
こ

と
が
多
か
っ
た
。
比
較
的
新
し
い
製
品

で
あ
る
ス
マ
ホ
で
も
同
じ
パ
タ
ー
ン
だ
。

ま
た
、中
国
政
府
に
よ
る「
走
出
去
」（
海

外
進
出
）
政
策
の
後
押
し
も
あ
っ
て
海

外
進
出
は
増
え
た
が
、
一
部
の
企
業
を

除
け
ば
、
ま
だ
そ
れ
ほ
ど
グ
ロ
ー
バ
ル

市
場
を
獲
得
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

　

し
か
し
、
Ｄ
Ｊ
Ｉ
やSeeed

、

M
akeblock

等
は
、
大
き
な
国
内
市

場
を
擁
す
る
家
電
や
ス
マ
ホ
等
と
タ
イ

プ
が
異
な
る
製
品
を
扱
っ
て
い
る
と
い

う
面
も
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
が
海
外
市

場
、
と
り
わ
け
欧
米
市
場
か
ら
開
拓
を

始
め
て
い
る
。
グ
ロ
ー
バ
ル
化
や
ス
タ

ー
ト
ア
ッ
プ
・
エ
コ
シ
ス
テ
ム
の
充
実

を
背
景
に
、
創
業
当
初
か
ら
海
外
展
開

を
果
た
す
、
生
ま
れ
な
が
ら
の
グ
ロ
ー

バ
ル
企
業
―
ボ
ー
ン
・
グ
ロ
ー
バ
ル
企

業
―
が
世
界
的
に
増
え
て
い
る
が
、
中

国
で
も
注
目
を
集
め
る
時
代
に
な
っ
た
。

中
国
の
製
造
業
と
そ
の
市
場
が
あ
る
程

度
成
熟
し
た
タ
イ
ミ
ン
グ
で
、
新
し
い

市
場
の
誕
生
と
新
し
い
生
産
シ
ス
テ
ム

の
普
及
を
迎
え
た
た
め
、
初
め
か
ら
グ

ロ
ー
バ
ル
市
場
に
適
応
し
た
か
た
ち
で

事
業
を
営
む
企
業
が
増
え
る
よ
う
に
な

っ
た
よ
う
だ
。

　

ま
た
、
深
圳
で
製
品
開
発
や
量
産
化

す
る
外
国
人
起
業
家
が
増
え
て
い
る
こ

と
も
、
深
圳
の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
の
海

外
展
開
を
一
層
加
速
さ
せ
る
要
因
に
な

る
か
も
し
れ
な
い
。
外
国
人
起
業
家
と

の
交
流
を
通
じ
て
、
中
国
人
起
業
家
に

海
外
の
市
場
や
パ
ー
ト
ナ
ー
に
関
す
る

よ
り
多
く
の
情
報
が
伝
わ
る
可
能
性
が

あ
る
。
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●
お
わ
り
に

　

中
国
経
済
の
さ
ら
な
る
成
長
の
た
め
、

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
へ
の
期
待
が
高
ま
っ

て
い
る
が
、
政
策
や
投
資
の
動
向
に
も

注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
二
〇
一
五
年

の
「
双
創
」
政
策
以
降
、
起
業
に
対
す

る
政
府
の
後
押
し
が
大
き
く
な
っ
た
。

ま
た
、
こ
れ
に
と
も
な
い
、
Ｖ
Ｃ
等
を

通
じ
た
投
資
も
勢
い
づ
い
て
い
る
。
深

圳
等
の
大
都
市
の
起
業
熱
に
つ
い
て
は
、

政
策
が
実
態
を
後
追
い
し
て
い
る
部
分

も
あ
る
が
、
中
国
全
土
で
起
業
熱
が
過

熱
し
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
政
策
が
下

火
に
な
っ
た
時
の
影
響
を
見
極
め
る
必

要
が
あ
る
。

　

そ
れ
で
も
、
中
国
経
済
の
さ
ら
な
る

成
長
に
と
っ
て
、
起
業
を
通
じ
た
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
は
重
要
だ
。
今
後
、
ど
の

よ
う
な
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
が
急
成
長
す

る
の
か
、
引
き
続
き
注
目
し
て
い
く
必

要
が
あ
り
そ
う
だ
。

（
き
む
ら　

こ
う
い
ち
ろ
う
／
ア
ジ
ア

経
済
研
究
所　

技
術
革
新
・
成
長
研
究

グ
ル
ー
プ
）

《
注
》

⑴�

本
稿
は
参
考
文
献
①
お
よ
び
②
を
加

筆
・
修
正
し
た
も
の
で
あ
る
。
執
筆

の
た
め
、自
身
の
現
地
調
査
（
随
時
）

に
加
え
、
高
須
正
和
氏
（
チ
ー
ム
ラ

ボ
）
企
画
の
第
四
～
六
回
ニ
コ
ニ
コ

技
術
部
深
圳
観
察
会
（
そ
れ
ぞ
れ
二

〇
一
六
年
四
月
、
八
月
、
一
〇
月
）

や

A
m

erican C
ham

ber of 
Com

m
erce in H

ong K
ong

の
調

査
ミ
ッ
シ
ョ
ン（
二
〇
一
六
年
六
月
）

に
参
加
し
た
。

⑵�

外
資
系
企
業
に
対
す
る
地
場
企
業
の

優
位
性
に
つ
い
て
は
、
中
国
の
Ｗ
Ｔ

Ｏ
加
盟
（
二
〇
〇
一
年
）
ま
で
、
国

内
市
場
が
あ
る
程
度
保
護
さ
れ
て
い

た
こ
と
も
大
い
に
関
係
し
て
い
る
。

し
か
し
、
多
く
の
地
場
企
業
が
参
入

し
、
激
し
い
競
争
を
展
開
し
た
こ
と

で
、
地
場
企
業
共
通
の
強
み
が
形
成

さ
れ
た
こ
と
も
過
小
評
価
で
き
な
い

（
参
考
文
献
⑥
）。

⑶�

メ
イ
カ
ー
（m

aker

）
と
は
、
３
Ｄ

プ
リ
ン
タ
ー
や
オ
ー
プ
ン
ソ
ー
ス
・

ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
等
の
新
し
い
ツ
ー
ル

や
サ
ー
ビ
ス
を
活
用
す
る
こ
と
で
、

多
く
の
経
営
リ
ソ
ー
ス
を
持
つ
製
造

企
業
（
メ
ー
カ
ー
）
に
し
か
で
き
な

か
っ
た
モ
ノ
作
り
を
、
一
人
や
少
人

数
で
行
う
人
た
ち
の
こ
と
で
あ
る
。

《
参
考
文
献
》

①�

木
村
公
一
朗
「
中
国
：『
創
新
（
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
）』
政
策
が
広
が
り
、

『
創
新
』
は
広
が
る
か
？
」
海
外
研

究
員
レ
ポ
ー
ト
（
ア
ジ
研
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
）、
二
〇
一
六
年
。

②�

―
―
―
「
中
国
：
深
圳
の
ス
タ
ー
ト

ア
ッ
プ
と
そ
の
エ
コ
シ
ス
テ
ム

（V
er. 3

）」『
ア
ジ
ア
の
出
来
事
』（
ア

ジ
研
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
）、二
〇
一
六
年
。

③�

丸
川
知
雄
『
チ
ャ
イ
ニ
ー
ズ
・
ド
リ

ー
ム
―
―
大
衆
資
本
主
義
が
世
界
を

変
え
る
―
―
』
ち
く
ま
新
書
、
二
〇

一
三
年
。

④�

―
―
―
『
現
代
中
国
の
産
業
―
―
勃

興
す
る
中
国
企
業
の
強
さ
と
脆
さ

―
―
』
中
公
新
書
、
二
〇
〇
七
年
。

⑤�

渡
邉
真
理
子
編
『
中
国
の
産
業
は
ど

の
よ
う
に
発
展
し
て
き
た
か
』
勁
草

書
房
、
二
〇
一
三
年
。

⑥�K
im

ura, K
., T

he Grow
th of 

Chinese Electronics Firm
s: 

G
lo

b
a

liz
a

tio
n

 
a

n
d 

O
rganizations, N

ew
 Y

ork: 
Palgrave M

acm
illan, 2014.

⑦�

―
―
―"O

verseas E
xpansion 

and T
echnological Capability," 

IDE Interim
 Report, 2017.

⑧�

木
村
公
一
朗
「
中
国
経
済
の
変
化
と

グ
ロ
ー
バ
ル
経
済
へ
の
影
響
：
Ａ
Ｓ

Ｅ
Ａ
Ｎ
の
ケ
ー
ス
」『
東
亜
』N

o. 
589

（
七
月
号
）、
二
〇
一
六
年
。

⑨�

深
圳
市
福
田
区
委
区
政
府
編
『
解
碼

深
圳
・
華
強
北
』
広
州
：
広
東
科
技

出
版
社
、
二
〇
一
五
年
。

⑩�

丸
川
知
雄
「
深
圳
・
中
国
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
の
首
都
」
第
六
六
回
日
本
現

代
中
国
学
会
全
国
学
術
大
会
で
の
報

告
、
二
〇
一
六
年
。

⑪�

木
村
公
一
朗
「
香
港
の
ス
タ
ー
ト
ア

ッ
プ
」
海
外
研
究
員
レ
ポ
ー
ト
（
ア

ジ
研
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
）、二
〇
一
五
年
。

⑫�

鈴
木
真
二
監
修
・（
一
社
）
日
本
Ｕ

Ａ
Ｓ
産
業
振
興
協
議
会
編
集
『
ト
コ

ト
ン
や
さ
し
い
ド
ロ
ー
ン
の
本
』
日

刊
工
業
新
聞
社
、
二
〇
一
六
年
。

⑬�

伊
藤
亜
聖
『
中
国
ド
ロ
ー
ン
産
業
報

告
書
―
―
一
四
億
人
の
「
空
の
産
業

革
命
」
―
―
』（
草
稿
版
）、
二
〇
一

六
年
。

⑭�

高
須
正
和
＋
ニ
コ
ニ
コ
技
術
部
深
圳

観
察
会
編
『
メ
イ
カ
ー
ズ
の
エ
コ
シ

ス
テ
ム　

新
し
い
モ
ノ
づ
く
り
が
と

ま
ら
な
い
。』
イ
ン
プ
レ
ス
Ｒ
＆
Ｄ
、

二
〇
一
六
年
。

⑮�

ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
、
ク
リ
ス
著
・
関
美

和
訳
『
Ｍ
Ａ
Ｋ
Ｅ
Ｒ
Ｓ
：
二
一
世
紀

の
産
業
革
命
が
始
ま
る
』
Ｎ
Ｈ
Ｋ
出

版
、
二
〇
一
二
年
。

⑯�

木
村
公
一
朗
「
技
術
開
発
環
境
と
Ｒ

＆
Ｄ
：
電
機
・
電
子
産
業
の
ケ
ー
ス
」

加
藤
弘
之
・
梶
谷
懐
編
『
二
重
の
罠

を
超
え
て
進
む
中
国
型
資
本
主
義
：

「
曖
昧
な
制
度
」
の
実
証
分
析
』
ミ

ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
二
〇
一
六
年
。
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